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特別利益の計上及び平成 28 年 3 月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 当社は、下記のとおり特別利益を計上いたしましたのでお知らせいたします。また、最近の業績動向を踏ま
え、平成 27 年 11 月 11 日に公表いたしました通期業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいた
します。 

 

記 
 
１． 特別利益の計上 

負ののれん発生益   41,452 千円 

総合メディアサプライ株式会社の全株式を平成 27 年 10 月に取得し連結子会社としたことに伴い、負ののれん発生益

を計上いたしました。 

 

２．通期連結業績予想の修正 
平成 28 年３月期通期連結業績予想（平成 27 年４月１日 ～ 平成 28 年３月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり  

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （A） ４，５００ ３０ ２５ １ ０．０１ 

今 回 修 正 予 想 （B） ４，７００ △１９０ △２２０ △１８５ △２．１３ 

増   減   額（Ｂ－Ａ） ２００ △２２０ △２４５ △１８６ ― 

増    減    率（％） ５．０ ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 27 年３月期） 
３，６８２ △２７９ △２７２ １６ ０．２３ 

  

業績予想修正の理由 

連結売上高は、ＬＥＤ＆ＥＣＯ事業でのＬＥＤライトの販売増加及び、ＳＡ機器事業での法人向け携帯（スマー

トフォン等）の販売増加により、前回発表予想を上回る４７億円となる見通しです。 

営業利益、経常利益につきましては、ＬＥＤ＆ＥＣＯ事業での、販売増加となったＬＥＤライトは海外メーカー

との競合により利益率は低減いたしました。また、カラーＬＥＤビジョン等の付加価値の高い商品の開発投資が増

加し、現在開発途上であることから収益面ではマイナスとなりました。当第３四半期連結会計期間（10-12 月）の

営業損失は 18 百万円（前年同期は 39 百万円の営業損失、20 百万円の改善）と営業利益改善傾向にはあるものの、

利益率の改善が予想を下回り前回発表予想を大幅に下回る見通しですが、「インバウンド」事業及び「軽減税率」へ

の商品・システム開発に「共創」による先行投資を行い、来期の商機及び利益を確実にする戦略を図ってまいりま

す。 

親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、経常利益の減少があるものの、前項１．特別利益の計上によ

り、１億 85 百万円の親会社株主に帰属する当期純損失となる見通しです。 

 

（注）本資料における業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 


